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■関東・東海・熊本地⽅以降の浅部・深部統合地盤モデル（SDモデル）作成状況
■地盤構造モデルの⾼度化のための詳細微地形区分（50mメッシュ）の構築の取り組み
■地盤構造モデル評価のための地震観測点等における微動アレイ探査の実施
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概要

これまでに作成された浅部・深部統合地盤構造モデ
ルのうち、宮城県と大阪府については、防災科学技術
研究所の研究資料、および、J-SHIS（Labs)から３
月末に公表予定である。また、詳細微地形区分につい
てもその作成⼿法をまとめた研究資料を３月末に公表
予定である。地震観測点における微動アレイ観測結果
等の地盤情報は、さらなる微動観測調査・解析を進め、
防災科学技術研究所の「地下構造情報管理システ
ム」にてデータ整備・管理を⾏い地盤モデル構築に活⽤
する予定である。今後の浅部・深部統合地盤構造モデ
ルの作成については、まだ作成していない地域についてモ
デル化の基礎的な検討を⾏い、順次作成していく予定
である。

今後の展望・方向性

防災科学技術研究所における地下構造モデルの検
討については、2009年に「強震動評価のための全国深
部地盤構造モデル作成⼿法の検討1)」をはじめとして、
2013年には「強震動評価のための千葉県・茨城県に
おける浅部・深部統合地盤構造モデルの検討2) 」さらに
は、2023年に「強震動評価のための浅部・深部統合
地盤構造モデルの構築3)」として，関東・東海・熊本地
域の地盤モデルを構築し，より詳細な強震動評価に資
する地下構造モデルを構築してきた。こられの地盤構造
モデルは、J-SHISおよび地震本部およびJ-SHISから
データとしてダウンロードすることも可能となっている。
2020年以降は、新たに、⻑野・⼭梨地域、宮城県、
大阪府、福島県における１府４県の浅部・深部統合
地盤構造モデルを作成してきている(図1)。さらに、詳細
な地盤構造モデル構築のため、現状の250mメッシュの
微地形区分から、より詳細な50mメッシュモデルの構築
を⾏い、地盤モデルや揺れやすさの解像度を向上させる
取り組みを⾏っている(図2)。また、日本国内の地震観
測地点（K-NET,KiK-net,⾃治体震度計等）におい
て微動アレイ観測等の地盤情報の収集・整備を⾏い、
地下構造データベースへ登録している(図3）。

図２ 関東中部（左）,熊本地域（右）の詳細微地形区分図

図３ 地震観測点における微動アレイ観測に基づく各AVS(m/s)

図１ 福島県（上）,宮城県（中）,大阪府(下）のSDモデル
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